
みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動 
推進協議会だより（平成28年10月号） 

〔第２次ステージ運動スローガン〕 

  高めよう安全意識 加速させよう復旧・復興 達成しようゼロ災害 

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

  

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動第5次期間下半期 
の取組計画が決定しました！ 

 

１．「見える化」好事例集の作成・周知及び好事例の募集 
  見える化「あんぜんプロジェクト」への参加勧奨を図り、好事例集による「見える化」の周知と好事例の募集を下半 
  期も継続します。 
  

２．「建設工事」における労働災害防止説明会の開催（12月7日予定） 
  東北地方整備局と宮城労働局が共催で実施する説明会を開催し、労働災害防止対策の強化を図ります。 
  

３．「木建工事労働災害防止研修会」の開催（11月17日）（新規） 
  木建工事での災害が増加しているため、木建工事業者を対象とした研修会を開催し、現場での災害防止に対する 
  気運を高めるため、「木建危険ゼロ運動のぼり」等の掲揚の促進を図ります。 
  

４．過労起因災害防止キャンペーン（仮称）（11月予定）（新規） 
  長時間労働は、過労死のみならずメンタルヘルス不全等健康障害の原因となっており，長時間労働の抑制と健康 
  管理の徹底が重要です。また、睡眠不足等疲労が蓄積した状態での作業は、過労運転事故の例を挙げるまでも 
  なく、思考力の低下、注意力の低下を招き労働災害の大きなリスクとなるものです。 11月の「過労死等防止啓発 
  月間」に合わせて、建設店社、工事現場に向けて、 必要な睡眠時間を確保し健康づくりを呼びかけるチラシを配布 
  する等のキャンペーンを実施します。 
  

５．年末合同安全パトロールの実施（12月予定） 
  年末年始労働災害防止強化運動期間に併せた現場パトロールを実施し、年末年始期間中の労働災害防止を図り 
  ます。 
  

６．冬季転倒災害の防止の推進（12月～2月） 
  厚生労働省が提起している「STOP！転倒災害プロジェクト」を今年度も継続し取り組み、転倒災害の防止を図ります。 
  

７．冬季交通労働災害の防止（12月～2月） 
  凍結した道路でのスリップ事故等が発生していることから、冬季期間の交通労働災害防止の周知・要請を行います。 
  

８．三大災害防止の強化（2月） 
  死亡災害を始め重篤災害につながる建設工事における三大災害防止の徹底を図るため、２月を三大災害防止強 
  化期間とし、チェックリストを使った安全点検等を広く呼びかけます。 
  

９．年度末労働災害防止対策の周知（要請）（2月～３月）（新規） 
  労働災害が多発傾向である年度末に向け、発注機関、建設関係団体に対し、労働災害防止対策についての要請 
  及び周知を図ります。  
  

10．安全宣言活動 
   建設企業トップの労働災害防止に向けた「強い決意」、「リーダーシップ」を、目に見える形（安全宣言書）で表明 
   し、対外的にも情報発信をしていくため、これまで取り組んできた「安全宣言活動」を継続します。 
 
 引き続き、御協力をお願いいたします。（詳細は、宮城労働局ＨＰみやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動を御覧ください） 

  



みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

 
 
 
 
 

 

                                 

  
平成28年9月末の全産業の死傷者数（休業４日以上）は、1,672人と前年同期比で＋

116人（＋7.5％）と先月に引き続き増加しています。建設業では、310人と対前年同期比
で＋54人（＋21.1％）増加し先月より更に6.7％の増加となりました。中でも、木造家屋建
築工事業では、＋30人（＋56.6％）と先月より更に3.5％増加しました。 

また、死亡者数は、全業種で12人と前年同期比で2人の減少ですが、建設業では4人と前
年同期比で３人の増加となっています。更に、10月には、9月に被災した労働者が10月に死
亡する事案が発生しています。（下記を参照願います） 

前年度の減少傾向から、一転して増加傾向が続いており、これから年末時期を控え現場の
安全管理の強化が求められています。 

（詳細は、宮城労働局HP（災害統計）を御覧ください。） 
   

 災害復旧・復興工事現場で死亡災害が発生しました！ 
 

 9月に災害復旧・復興工事現場で、敷鉄板（重量1.6ｔ）を搬出するため、敷鉄板をクレー
ン機能付きのドラグショベルでつり上げ作業中、ダンプ荷台で荷受けしていた労働者が、敷
鉄板とダンプのあおりとの間に挟まれる災害が発生しました。その後、被災者は、入院中に
容体が急変し10月に死亡しました。この死亡災害により、建設業での死亡者数は、10月末
現在で５人となりました。 

  （お知らせ）木造家屋建築工事における研修会の開催 
 

 急増する木造家屋建築工事での災害を受け、関係業者を対象に下記の研修会を開催します。 
 

日 時： 平成28年11月17日(木) 13時30分～15時30分（予定） 
場 所： 宮城県建設産業会館１階会議室 (仙台市青葉区支倉町２－48) 
      
※申し込み等は、みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会構成団体又は、事務局（宮城
労働局健康安全課022-299-8839）に御照会ください。 

  第75回全国産業安全衛生大会が仙台で開催されました！ 
 

 10月19日から３日間にわたって、仙台市で17年振りに開催されました。仙台市体育館での
総合集会、スペシャルトークを始め、仙台国際センター等を会場とした各分科会が開催されま
した。地元建設会社等からも担当者による発表が行われ、緑十字展では、宮城労働局、岩手労
働局、福島労働局の被災3局の共催によるパネル展も行われ、1万人を超える方々が参加しまし
た。 

  （募集中です） 
現場の「見える化好事例」や安全宣言を引き続き募集しています。 
年末、年始に向け、再度、安全宣言により安全意識の確認をしましょう。 
（詳しくは、宮城労働局ＨＰみやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動を御覧ください） 
 

平成2８年9月末建設業の災害速報 
木造家屋建築工事業で急増しています。 


